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金
抑
入
城

l
利
家
の
金
抑
入
械
が
い
つ
で
あ
っ

た
か
は
、
金
制
仲
に
と
っ
て
特
に
捌
心
都
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
就
い
て
は
、
越
山
日
目
到
三
州
芯
に
蹴
せ
る
利
家

か
ら
笛
悶
長
政
に
奥
へ
た
消
息
に
斗
去
サ
訂
日
小
松

の
城
我
ら
-
前
取
、
久
太
へ
栴
桜
候
。
人
政
足
弱
以
下

千
代
ま
で
遣
し
、
彼
械
に
は
梓
枯
ら
十
人
計
利
山
也
、
笠

廿
六
日
到
{
邑
践
者
隙
候
。
金
部
城
今
日
可
相
来
桜
子

に
候
。
』
と
あ
る
を
引
か
ね
ば
な
ら
ね
o
n
E
に
よ
り
て

利
家
は
廿
五
日
小
松
に
入
っ
て
村
上
制
勝
か
ら
そ
の

城
を
受
取
り
、
期
努
政
を
し
て
院
加
の
任
に
自
ら
し

め
、
官
六
日
石
川
部
室
般
に
入
り
、
制
七
日
佐
h

仇
問

時
間
政
の
居
た
金
搾
城
を
片
付
け
る
抽
出
定
で
あ
っ
た
こ

と
を
知
ら
れ
、
耐
し
て
そ
れ
は
多
分
館
廷
の
如
〈
に

良
行
せ
ら
れ
た
こ
と
な
る
べ
く
、
米
摺
品
川
入
日
努
苦

が
入
城
し
た
こ
と
は
努
苦
の
小
早
川
股
奴
に
典
へ
た

れ
、
廿
八
日
北
庄
を
渡
し
て
長
前
に
至
。
、
柴
制
勝

股
と
相
抽
出
へ
て
湖
上
に
伊
び
、
十

戸
且
二
日
制
律
貸

寺
に
着
し
て
秀
吉
口
に
合
し
、
そ
の
使
命
を
全
く
し
て

十
日
北
庄
に
能
っ
た
。
こ
れ
は
甫
路
太
閥
犯
の

い
ふ

間
別
で
あ
る
。
川
向
太
閤
犯
で
は
使
者
を
利
家
一
人
と

し
、
合
見
の
掛
町
を
術
開
削
制
剛
山
町
と
し
て
ゐ
る
。

十
一

年
勝
家
は
努
苦
と
械
は
ん
と
欲
し
、
=
一
且
四
日
利
家

以
下
を
率
ゐ
て
経
L
、
近
江
棚
♂
削
附
近
に
即
し
た

が
、
四
且
サ
一
日
佐
久
制
服
政
の
軍
取
れ
る
に
及
ん

で
金
一
陣
返
却
し
た
。
努
苦
迫
原
し
て
什
二
日
出川
中
に

歪
り
、
利
家
の
民
館
を
訪
う
て
和
を
様
L
、
官
三
日

足
羽
河
昨
に
進
み
、
廿
四
日
北
庄
城
を
攻
め
て
之
を

陥
れ
、
佑
訴
を
震
っ
て
宿
L
、
次
日
加
到
に
入
。
、

途
に
金
保
械
を
領
し
た
。
是
に
於
い
て
秀
吉
は
利
家

の
職
功
を
貸
し
て
石
川

・
加
到
二
榔
を
胤
一

へ
、
先
の

能
器
官
に
加
へ
て
金
得
に
治
せ
し
め
、
町
子
利
長
に
石

川
淵
問
問
石
を
奥
へ
て
松
任
に
日
ら
し
め
、
そ
の
首

領
府
中
を
除
い
た
。

消
息
に
見
え
る
。
た
ど
秀
育
が
脱
政
の
治
封
を
利
家
一

一
日
と
す
る
。
〉
三
且
秀
吉
の
関
東
に
兵
を
動
か
す
に
一

マ
ヘ
ダ
ト
シ
カ
前
回
利
回
]
大
嬰
寺
滞
宅
第
十

に
奥
へ
る
こ
と
を
、
い
づ
れ
の
日
に
宣
言
し
た
か
は
一
及
び
、
利
家
は
利
長
と
共
に

出
陣
L
、
信
州
幽
松
枝
・
一
回
代
。
加
賀
滞
宅
前

mm務
の
七
男
、母
は
明
続
院。

向

抽

出

さ

れ

る

問

姐

で

あ

る

。

一

武

磁

法

山

・鉢
形
・λ
王
子
箭
械
を
熔
り
、
七
且
小
田

一
天
保
十
二
年
六
且
十
二
日
金
慨
に
生
ま
る
。
幼
名
桃

〈四
U

金
町
内
入
城
以
後
l
天
正
十
二
年
別
家
と
佐
々
成
一
原
陥
訴
の
後
、
僚
間
使
と
な
っ
て
奥
羽
に
入
り
、

一
之
助
。
天
保
十
二
年
イ
一
且
叶
四
日
加
賀
滞
臣
前
山

政
と
の
関
係
急
切
と
な
り
、
入
且
成
政
軍
が
加
賀
一

十
一
用
金
稼
に
凱
旋
し
、
十
九
年
十
周
二
十
日
委
総
一
点
取
の
鶴
子
と
な
り
て
点
用
と
黙
し
、
安
政
元
年
正

の
朝
日
山
織
を
裂
う
た
時
、
利
家
は
之
に
後
怨
し
た
一
を
僻
し
た
。
文
総
元
年
以
降
努
古
田
の
征
明
の
軍
を
起
一
且
十
六
日
そ
の
家
を
製
い
だ
が
、
二
年
九
Hn
品
川
八
日

が
、
越
中
恨
の
返
却
し
た
お
峨
を
交
へ

る
に
安
ら
な
一

す
や
、
利
{説
明
帥
に
的
判
明
批
に
醤
奥
L
、
三
年
正
且
五
日

一一
階
館
。
十
周
品
川
九
日
改
め
て
大
説
寺
田耐
中
山
利
行
の
後

か
っ
た
。

九
且
成
政
宋
怒
械
を
攻
め
た
時
、
利
家
は
一
従
三
位
に
上
り
、
四
且
七
日
畑
地
巾
納
言
に
任
じ
、
五

一
を
受
け
て
利
金
と
抑
制
し
、
十
二
且
十
六
日
従
五
位
下

十
日
兵
を
出
L
、十

一
日
敵
を
破
っ
て
返
却
せ
し
め
、
一
且
ご
十
日
飽
中
納
言
を
僻
L
、
四
年
三
且
六
日
近
江

一
一
飛
廓
守
に
叙
任
し
た
。
三
年
五
且
十
沼
日
初
め
て
入

十
二
日
納
町
内
L
、
十
周
十
四
日

χ
先
に
成
政
の
お
に

一
今
篠
弘
川
の
地
を
得
て
佐
返
の
依
次
に
促
ぜ
し
め

一
部
、
鴎
年
六
且
H
=
一
日
利
回
と
改
め
、
十
二
且
十
六

蒋
は
れ
た
河
北
郡
鳥
越
の
回
復
に
向
か
う
た
が
、
目

一ら
れ
、
問
年
ま
た
越
中
新
川
郡
を
増
脇
せ
ら
れ
、
臨
一

日
従
四
位
下
に
陀
り
、
医
師
山
二
年
正
且
十
抗
日
侍
従

的
を
惑
し
な
か
っ
た
o
十
三
年
二
且
利
家
村
井
E
R
劇
一
長
二
年
正
且
十

一
日
従
=
位
徳
大
納
言
に
叙
任
L
、

一
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
二
年
六
且
」l
八
日
大
型
寺
務
知

に
越
中
間
地
沼
を
位
略
せ
し
め
、
自
ら
側
担
に
出
で
弘
一
同
且
十
六
日
徳
大
納
言
を
僻
し
、
一一一
且
十

一
日
清
幸
一

事
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
四
年
七
且
十
四
日
健
施
。
後

思
援
に
仰
へ
た
o
三
且
成
政
前
役
に
報
い
ん
と
し
て
一
に
椛
じ
、
三
年
四
且
二
十
日
老
を
告
げ
、
自
ら
加
賀

一
宮
内
省
に
出
仕
し
、十
七
年
七
且
子
仰
を
授
け
ら
れ
、

河
拍
部
医
換
に
来
侵
し
た
か
ら
、
刺
家
は
念
援
し
た

一
石
川
郡
醐
怖
を
・河
北
部
・
能
鷲
口
郡
一
市
町
五
千
石
・越
一
大
正
九
年
七
且
サ
七
日
正
二
位
を
以
て
姥
じ
た
。
手

が
、
般
に
敵
の
泡
却
し
た
後
で
あ
っ
た
。
入
且
努
育

一
中
射
水
郡
氷
見
庄
合
計
官
六
低
石
を
護
老
討
と
し
、

一
年
入
十
。
東
京
府
下
訓
司
谷
に
採
る。

利
回
同
部
正

の
成
政
を
征
せ
ん
が
お
慨
を
出
め
る
や
、
利
家
は
之
一
近
江
領
を
夫
人
に
奥
へ
、
子
利
長
を
し
て
家
を
裂
が
一
宗
に
邸
依
L
、
法
慨
を
法
徳
院
総
白
遊
間
日
恭
大
胆

が
先
尉
と
し
て
十
九
日
金
慨
を
授
L
、
サ
二
日
魁
申
一
し
め
、
入
且
八
日
努
苦
に
越
孤
努
翻
の
仰
育
を
舵
せ
一
士
と
話
せ
ら
れ
た
。
山
田
制
宗
に
在
つ
て
は
別
に
笠
間

安
鐙
坊
坂
に
仰
し
た
が
、
成
政
は
サ
九
日
除
を
納
れ

一
ら
れ
、
そ
の
泌
去
の
後
家
牒
と
共
に
在
外
の
大
抵
を
一
院
試
庵
竹
笹
大
居
士
と
抑
制
す
る
。

竹
径
は
生
前
の
枇

た
か
ら
邸
城
L
、
時
い
で
九
且
十

一
日
附
を
以
て
、

一
枚
め
る
に
力
を
致
し
た
。
四
年
正
且
利
家
大
坂
に
を
一
訟
で
あ
る
。
又
そ
の
利
献州諸
に
的
製
作
却
が
あ
る
。

努
古
口
か
ら
刑
制
柴
筑
間
守
の
凱
を
蹴
ら
れ
、
十
一
且
官

一
り
て
病
み
、
家
康
と
漸
〈
聞
阪
を
生
じ
た
が
、
樹
容
一

マ
ヘ
ダ
ト
シ
カ
ツ
前
田
利
勝

i
マ
へ
〆
ト
N
Y

九
日
左
近
衛
秘
少
将
に
任
じ
、
十
四
年
十
二
且
努
吉

一
ふ
の
不
利
を
思
ひ
、
二
且
諸
大
老
・奉
行
と
共
に
家
康
一
ナ
ガ
前
例
利
長
。

の
以
臣
氏
を
協
は
っ
た
際
に
は
利
家
も
亦
以
岳
民
を

一
と
窓
容
を
交
換
し
、
廿
九
日
家
康
を
伏
見
邸
に
訪
ひ
、
一

マ
へ
ダ
ト
シ
カ
ツ
前
田
利
技
』
マ
へ
〆
ム
不

自
す
を
許
さ
れ
、
十
五
年
三
且
秀
吉
の
九
州
を
征
L
一
三
且
八
日
叉
家
肢
の
答
植
を
受
け
た
。
利
家
の
病
は
一
ト
キ
前
町
宗
辰
。

た
時
に
は
、
利
家
は
京
仰
に
在
っ
て
禁
捌
守
衛
の
任
一
こ
の
後
輔
副
に
漸
ん
だ
の
で
、
什
一

日
夫
人
に
祭
を
執
一

マ
へ
ダ
ト
シ
コ
レ
前
田
利
之

大
型
寺
滞
中
山
第

に
お
り
、
六
且
佐
々
成
政
は
封
を
肥
後
に
斡
ぜ
し
め
一
ら
し
め
て
、
辺
誠
十

一
僚
を
記
し
て
之
を
利
長
に
授
一

九
代
。
利
物
の
長
子、

母
は
綴
芳
院
。
天
明
五
年
十

b
れ
、
そ
の
前
領
新
川
端
は
似
に
利
家
の
治
に
委
せ
一
け
し
め
、
間
三
且
二
日
向
削
(
に
来
じ
て
大
坂
域
内
山
一
且
十
七
日
大
翠
寺
に
生
ま
る
。
幼
名
此
次
郎
、
寛
政

ら
れ
た
。
十
七
年
左
近
術
叫
問
中
将
に
准
み
、
十
八
年

一
里
の
館
地
を

泊
盗
し
た
が
、
笠
一
一
一
日
朝
五
ヲ
時
議
然
一

十
年
二
且
品
川
二
日
主
水
と
改
め
た
o
文
化
=
一
年
正
月

正
』
サ
一
日
従
四
位
下
容
椛
と
な
り
(
木
-W脱
税
に

一
と
し
て
箆
じ
た
o
年
六
十
一
一
。
四
日
践
を
秘
し
て
抽
出一

サ
一
日
従
兄
利
考
の
耐
と
な
り
、
一
一
且
サ
一
一
一
日
江
戸

利
家
の
怠
終
昇
任
を
努
世
間
の
包
開
聞
に
よ
り
て
十
九
年

一
骸
を
金
制
仲
に
下
し
、
四
且
入
日
城
南
野
凶
山
に
掠
り
、
一
に
む
し
、
三
且
十
四
日
家
管
を
相
約
L
、
四
年
十
二
且

に
在
り
と
し
、加
賀
掛川
史
必
に
は
右
大
臣
附
季
也品開
・
一
高
徳
院
桃
室
町
附
見
大
騎
士
と
紘
せ
ら
れ
た
。
一
十
六
日
従
五
位
下
側
後
守
に
叙
任
し
、
八
年
十
二
月

高
徳
公
也
ぬ
・
御
山
由
岐
日
抱
・公
卿
補
任・
時
間
配
卿
促
・
一

マ
へ
ダ
ト
シ
オ
キ
前
田
利
典

↓
マ
へ

JF
ヨ

y

一
十
一
日
従
四
位
下
に
陀
叙
。
文
政
四
年
十
二
且
刑
七

羽
柴
努
一
等
辿
桝
也
前
聞
に
よ
り
て
、
十
入
年
正
且
汁

一
ノ
リ
前
凹
育
徳
。

日

加

賀

侠

前

出

mm山
の
制
に
よ
り
、
木
前
七
砥
石

マ，、

八
O
O


